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KKE358 

「加熱式タバコは常習化しないと紙巻より禁煙率が高いが 

常習者や併用者では禁煙率が低い：JASTISネットコホート（日本）」 

Tomohiko Ukai等、Addiction. 2025 Nov 19. PMID: 41261316 

 

→2014年11月にIQOSが日本で市場導入され、2020年にはIQOS 5.7%、Ploom類5.4%、glo 2.6%のシェアとなり、

加熱式タバコの使用率は全人口の10.9%に上った。 

→加熱式タバコの安全性は系統的レビューでも示されておらず（KKE307）、WHOは紙巻タバコの代替物として加

熱式タバコに移行することを勧めていない（https://www.who.int/publications/i/item/9789240022720）。 

→日本の5年間の前向き観察研究では、加熱式タバコに移行してもしなくても、肺機能の低下に差は見られな

かった（KKE304ag）。 

→そのため、加熱式タバコはリスクであり、移行するのではなく完全禁煙が望ましい。 

→加熱式タバコを禁煙のために使用する向きもあるが、その効果は不明である。 

→そこで今回、大規模な日本の縦断調査データーを用いて、加熱式タバコの使用と禁煙との関連を調べた。 

→2019年から2023年のJASTIS研究のデーターを解析した。 

→同研究は全国的なネット調査であり、15歳以上の日本住民を対象に、毎年喫煙状況を追跡している。 

→2019年には8,505人、2020年8,457人、2021年21,868人、2022年30,130人、2023年には23,471人から有効なア

ンケート回答を得た。 

→2年連続して回答を得た42,791人のうち、現喫煙者（紙巻や加熱式をほぼ毎日か、ときどき吸う者）を選択

し、紙巻を吸ったことのない人や未成年者は除外した。 

→加熱式タバコだけを吸っている喫煙者（加熱式喫煙者）はさらに、常習者（加熱式タバコを計100本以上吸っ

ているか、生涯で12か月以上吸っているか、毎日吸っている者）と、それ以外の非常習者に分けた。 

→2年目の調査で現喫煙（紙巻や加熱式をほぼ毎日か、ときどき吸う）でなく、1年目に吸っていたタバコ製品

をやめたと回答した者を禁煙者とした。 

→喫煙や禁煙に関連する共変量として、調査年、性別、年齢、学歴、雇用状況、年収、自己評価による健康状

態、飲酒、婚姻、独居か否か、を用いた。 

→昨年中の禁煙治療歴の有無を過去の禁煙チャレンジの指標に用い、起床後から喫煙するまでの時間をニコチ

ン依存の指標に用いた。 

→ポアソン一般化推定方程式モデルを用いて、紙巻喫煙者と比較した。 
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→(1) 加熱式タバコ喫煙者と併用喫煙者（紙巻＋加熱式）の2年目の完全禁煙（両方吸ってない）率比RR、(2) 

併用喫煙者の2年目の紙巻禁煙率比RRを推定した。 

→多変量調整モデルではさらに逆確率重み付けを行った。 

→また、同一人物が別の2年間に参入したデーターを除外した感度分析も行った。 

→42,791人の回答者のうち、1年目に喫煙していた8,969人を解析した。 

→4,989人（55.6%）は紙巻喫煙者、1,468人（16.3%）は加熱式喫煙者、2,512人（28.0%）が併用喫煙者であっ

た。 

→紙巻喫煙者に比し加熱式喫煙者の割合は、高齢者や無職者で低く、若者や禁煙を試みた者で高かった。 

→紙巻喫煙者に比し併用喫煙者の割合は、高齢者で低く、低教育レベルや、パート勤務/無職よりフルタイム勤

務者で高く、高収入や禁煙を試みた者で高かった。 

→また2019-2020年の調査で高かった。 

→1年後の完全禁煙率比RRは、紙巻喫煙者に比し、加熱式喫煙者で0.85（95%CI＝0.71-1.02）、併用喫煙者で

0.49（0.42-0.58）と、併用喫煙者で有意に低かった。 

→さらに加熱式喫煙を常習/非常習に分けて解析すると、1年後の完全禁煙率比は紙巻喫煙者に比し、常習加熱

式喫煙者RR＝0.57（0.47-0.70）、非常習併用喫煙者RR＝0.52（0.41-0.68）、常習併用喫煙者RR＝0.47（0.39-

0.58）で有意に低く、非常習加熱式喫煙者RR＝2.41（1.83-3.17）で有意に高かった。 

→併用喫煙者の1年後の紙巻禁煙率比は、紙巻喫煙者に比し、RR＝0.93（0.83-1.04）と有意差はなかった。 

→併用喫煙者の加熱式喫煙を常習/非常習に分けて解析すると、1年後の紙巻禁煙率比は紙巻喫煙者に比し、非

常習加熱式喫煙者RR＝0.71（0.58-0.87）で有意に低く、常習加熱式喫煙者RR＝1.04（0.92-1.17）では差がな

かった。 

→1年後の完全禁煙率比を背景因子で比較してみると、紙巻喫煙者に比し、加熱式喫煙者の完全禁煙率比が2019

-2020年でのみRR＝2.76（1.37-5.55）と高かったが、併用喫煙者では完全禁煙に関連する因子は見られなかっ

た。 

→同一人物が別の2年間に参入したデーターを除外した感度分析（5,971人）では、1年後の完全禁煙率比は紙巻

喫煙者に比し、加熱式喫煙者で0.77（0.63-0.96）、併用喫煙者で0.49（0.41-0.60）と、加熱式喫煙者で有意

に低く変わった。 

→加熱式タバコ喫煙者は1年間における禁煙率が低い。 

 

＜選者コメント＞ 

 日本のJASTIS ネットコホート研究から、加熱式タバコ喫煙者の禁煙状況の報告です。 

 同研究は毎年詳細な加熱式タバコを含めた喫煙/禁煙状況を追跡しており、とくに加熱式タバコの動向につい

ては世界的にも稀有な情報を提供し続けてくれています。今回の解析では、日本に加熱式タバコが定着した

2019年以降のコホートから、加熱式喫煙者が1年間にどれくらい禁煙しているかが解析されました。 

 紙巻だけを吸っている喫煙者と比較して、加熱式のみ喫煙者と、紙巻＋加熱式の併用者の、完全禁煙（両方

やめる）と紙巻の禁煙の状況をまとめると下記のようになっていました。 

＜紙巻のみ喫煙者と比較して、1年間に禁煙した者の割合＞ 

              完全禁煙   紙巻の禁煙 

加熱式のみ喫煙者全体    差なし  

常習的使用者         低い 

非常習的使用者         高い 

併用者全体          低い     差なし 
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加熱式を常習          低い     差なし 

加熱式を非常習         低い     低い 

 この結果からは、紙巻＋加熱式 の併用者は禁煙率が低く、加熱式のみ喫煙者では、常習するとやめにくく、

非常習であれば紙巻よりやめやすい（起床後すぐ吸うかどうかに関係なく）可能性が伺えます。また紙巻に加

え、ときどき加熱式を吸っていると、紙巻をやめにくくなる可能性も示唆されます。 

 いよいよチャンピックスも復活し、2026年は禁煙外来再興の年になることを祈ります。 
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